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21. ネスレ日本

「ネスレサステナビリティ」キットあなたの行動が世界を変える！
～小さな一歩から大きな一歩へ、身近なものからSDGsを考える～

『ネスレは、食の持つ力で、現在そしてこれからの世代のすべての
人々の生活の質を高めていきます。』
ネスレの存在意義は、「食の持つ力で、現在そしてこれからの世代のすべての人々の生活の質
を高めていきます」です。ネスレはこの存在意義に動機付けられて、現在そしてこれからの
人々やペットの生活、そして地球に対して、プラスの影響を与えるべく取り組んでいます。

①ネスレについて知る

②ネスレのサステナビリティへの取組に関する講義

③グループディスカッションと質疑応答

10:00～ ネスレについて

10:15～ ネスレの取組紹介

10:45～ グループディスカッション

11:15～ 質疑応答

11:30 終了

実施場所：ネスレハウス内14階カフェスペース
（外部会場への出張も可能）

実施時間：:10:00～16:00 要ご相談
(対応可能日限られます)※土日祝除く

所要時間：約1時間30分
実施可能人員：20名～40名程度

（ネスレハウスにて実施の場合）
実施費用：無料

プログラムスケジュール例

地球のために
ネスレの2030年に向けた⾧期的な目標は、事業活動における環境負荷ゼロを目指すこ
とです。また、気候変動そして持続可能なパッケージへの取り組みについては、様々
なコミットメントを掲げています。日本においても、重点項目を定めて事業活動にお
ける取り組みを進めています。

ネスレとはどのような会社で、どのような商品ブランドを取り扱ってい
るか等を紹介させて頂き、ネスレ商品が身近にあることを知って頂きま
す。またネスレの起源から今尚受け継がれるパーパスが現在の取組へど
のように繋がっているかをご理解頂きます。

ネスレのサステナビリティへの取組は多岐に渡りますが、学生様がイ
メージして頂きやすい「地球のために」資源と環境を守る為の取組を、
プラスチックごみ問題をテーマにネスレとしての取組や目標についてご
紹介させて頂きます。普段手に取っているあの商品が、、、一歩踏み込
んだ気付きを得て頂きます。

ネスレのサステナビリティへの取組をインプットして頂いた後、環境問題
に対して自ら出来ることを考え、発表して頂きます。最後は生徒自らが考
えることで、サステナビリティへの理解促進に繋げることが出来ます。
※学年(中学・高校）レベルに応じてカスタマイズ可能

※別途、事務手数料が必要となります【神戸市に宿泊の場合⇒１人あたり500円（税込）、日帰り・神戸市外に宿泊の場合⇒１人あたり800円（税込）】
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学習の流れ（モデル）

●地球が抱える環境問題につ
いて調べる
●SDGsに関する基礎知識を
身に付ける。

●ネスレの存在意義を知る
●商品やサービスを通して、どのよう
に環境への配慮を行っているのか学ぶ

●キットカットやネスカフェ等、
様々な製品パッケージの素材へ
関心を持つ
●身近な環境配慮への取組につ
いて考え、調べる

●身近なネスレ製品について
調べる
●ネスレのサステナビリティ
への取組について調べる

●自ら出来る環境配慮への取組を考
え、自分事と捉えられるようになる
●ネスレの取組やパーパスを通して、
働く価値を考える

●他企業・組織団体・業界がどの
ようなサステナビリティへの取り
組みを行っているか調べる
●より良い社会の仕組みを考える

事前学習 現地学習 事後学習

S
D
G
s

探
究
の
観
点

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
観
点

① SDGsを通して企業と社会の繋がりを知る
②ネスレの取組から環境問題解決へのヒントを得る
③「地球のために」自ら出来ることを見つける

学習のポイント

21. ネスレ日本


